
体験型地域実習

地域の魅力を知る
病院ベースの実習ではなく

地域を実際に歩くことで様々な魅力を発見できます

九十九の美しい海、青々とした田畑の風景、新鮮な魚介

地域の魅力を目で、肌で、舌で堪能してください

地域住民の目線で歩く
「診療所の先生から総合病院に紹介所もらったの」

「病院でリハビリ頑張って、やっとお家に帰れるよ」

「先生が家来てくれるから、安心なの」

　住民の目線で地域を歩くことで

　患者の言葉をより深く理解できます

さんむ医療センター
さんぶの森診療所 

〒289-1326　
千葉県山武市成東167

https://www.sanmu-mc.jp/

TELL:0475-82-2521
CONTACT US

患者さんの立場で診療所での診察

総合病院での入院加療やリハビリ

訪問診療を体験してもらいます

地域住民の体験を追体験できます



夏季フィールドワーク企画書 
1．サイト：さんむ医療センター/さんぶの森診療所 
 
2． 
□さんむ医療センター 

住所:〒289-1326 千葉県山武市成東 167 
最寄り駅: 
電車でお越しの場合 
JR 総武本線「成東駅」より徒歩 15 分(タクシー約 5 分) 
バスでお越しの場合 
JR 総武線「千葉駅」バスターミナル「10 番乗り場」よりフラワーライナーにて約 50 分 
「上町(かみまち)」下車後 徒歩 8 分 

□さんぶの森診療所 
住所:〒289-1223 千葉県山武市埴谷 1904-3 
最寄駅 
1) JR 総武本線 千葉駅→日向駅 
2) 山武市基幹バス(さんぶの森元気館行き)日向駅⇨さんぶの森公園下車 徒歩 0 分 

 
 
3．ホームページ： 

さんむ医療センター 
https://www.sanmu-mc.jp/ 
さんむの森診療所 
https://www.city.sammu.lg.jp/page/page003413.html 
 

 
4．実習担当者： 
さんぶの森診療所:勝山陽太 
さんむ医療センター:曽我井大地 

 
 
5．日時：要相談 8 月 18 日、25 日、9 月 1 日、8 日火曜日のうち 基本 1 日体験実習 
 
 
6．対象：医学生 1〜6 年 
 
 
7．受け入れ人数：受け入れ人数:一度に 2 名 
 
 
8．目標： 
地域住⺠の Patient Journey を擬似体験することで、診療所、病院、在宅診療への連携

を具体的に想像できるようになる。地域の魅力や課題を発見する 
 
9．内容： 
午前 
・診療所見学:模擬診察(学生が患者や家族役) 
公共医療機関を使ってさんむ医療センターに来院 
午後 



・診療所からの紹介状を持って、病院受診 
・病棟案内(診察後入院患者として車椅子で病院案内) 
・リハビリ体験(松葉つえや歩行器体験など) 
・栄養科実習(嚥下食体験) 
・訪問診療見学 or フィールドワーク(道の駅での名産品や九十九里海岸の案内) 

 
 
10．宿泊施設の有無：なし 
 
11．食事の準備（「昼食持参」「売店あり」など）： 
昼ごはん 院内食堂あり 
夕ご飯 希望者は懇談会 

 
 
12．学生へのメッセージ 

山武市は太平洋に接する温暖な気候で生活がしやすい地域です。山武杉やハウス苺など

産地でもあり、春はいちご狩り、夏は海や千葉県最大級のウォーターガーデンなどもあ

り自然が楽しめる場所です。 
一方で高齢化や医療者不足が深刻化する地域でもあり、総合診療科が中心に診療所、病

院外来、急性期治療、在宅診療など幅広く対応している地域でもあります。 
当院は普段から総合診療科の学生実習や総合診療、家庭医療専門医の育成期間として、

千葉大学や⻲田ファミリークリニック館山など中心に学習者受け入れを行なっており、

千葉県奨学資金受給生にとっても地域 A 群指定病院でもあり、今後も活発な学習者の受

け入れを行なっていきます。 
 
今回は普段の研修とは一味違い、患者、家族目線に立って Patient Journey を体験でき

るプランをご用意しました。患者の立場となって地域を眺めることで、地域の新たな魅

力や課題を発見できるはずです。「診療所から地域の中核病院にはこんな風に紹介され

るんだ」「リハビリを行なって家に帰るって、こんな準備が必要なんだな。達成感があ

るな」そんな地域住⺠の声が理解しやすくなるはずです。ぜひ夏休みの自由研究と思っ

て、お気軽にご参加ください。 
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